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スマートフィールドライシメータを用いた
蒸発散量の測定



スマートフィールドライシメータ(SFL)
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スマートフィールドライシメータを用いた蒸発散量の測定

⽇変動を捉える短時間間隔の蒸発散量の算出

重量測定値への影響を補正
・ポンプ稼働の影響？・温度変化の影響？

蒸発散の⽇変動を評価するために...
70kgに対して0.01kgの
重量変化の測定が必要

温度変化など様々な外的要因が測定に影響
屋外での測定

屋外実験における重量測定

目的



SFL(50cm)の構造
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精度…±0.002kg

ロードセル (A&D社)
定格容量…約200kg

電⼒外部供給

(⼟壌シリンダ重量+⽔タンク重量)
ライシメータ総重量の減少量 蒸発散量

ロードセル



下端土中水圧力の制御

給⽔ポンプ稼働

排⽔ポンプ稼働

蒸発散が⽣じる期間で下端圧の制御可能

46.3mmの降⾬

約8回/⽇

約80回/⽇

約500回/⽇



温度補正式を求める室内実験

温度補正式
𝑾′ ൌ 𝑾െ 𝟎.𝟎𝟎𝟑𝟗 ൈ ሺ𝑻 െ 𝟐𝟎ሻ െ 𝟎.𝟎𝟎𝟑𝟖
W’…重量補正値 W…重量測定値 T…ロガーボックス内温度

⼀定重量を測定した室内実験の結果



ライシメータ総重量の減少

1時間移動平均

瞬間的な重量の増加

精度(0.002kg)以上のばらつき

温度による影響 温度補正式

前後の⽐較により除去

+0.07kg

±0.01kg

温度による夜間の重量増加の補正



日蒸発散量の推移

気象条件による⽇蒸発散量の変動を確認
ペンマン式との⽐較

各⽇0時での重量測定値の差分から⽇蒸発散量を算出



蒸発散量の時間変化

夜間の蒸発散をおよそゼロにでき、
蒸発散の⽇変動を捉えることができた

補正を⾏うことで

4時間間隔での重量測定値の差分から蒸発散速度を算出

4時間間隔の⽇変動を把握



まとめ

⽬的
スマートフィールドライシメータを用いた蒸発散量の測定

4時間間隔の蒸発散の⽇変動を把握

⽇変動を捉える短時間間隔の蒸発散量の算出

・蒸発散が⽣じる期間に下端圧を制御

瞬間的な重量の増加 前後との⽐較により除去
精度以上のばらつき 移動平均により平滑化
温度による影響 温度補正式により補正


